
人

口

勒
〔
能
〔
」
調
査

　
　
　
　
　
　
日
野
市
に
お
け
る
人
ロ

入
口
問
題
研
究
班

四

年
次

生

　
石
　
川

聡
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詣
査
の

概
要

目
　
　
的
：
大
都
市
近
郊
都
市
に
お
け
る
社
会
増
人
口
を
把
擢
し
、
〃
都
市
化
”
の
動
因
を
探
り
、
明
日
へ
の
都
市
建
設
の
足
が

　

　

　

　
　
り
と
す
る
。

対

　
　
象
：
東
京
都
日
野
市
内
に
於
け
る
市
営
住
宅
・
都
営
住
宅
・
多
摩
平
団
地
・
電
繧
明
星
台
団
地
・
鹿
島
高
幡
台
団
地
゜

　
　
　
　
　
南
平
台
団
地
の
う
ち
無
作
為
抽
出
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
三
六
二
世
帯
、
　
（
袖
出
比
一
〇
％
）

調
査
過
程

：
昭
和
四
二
年
　
五
月
～
　
九
m
…
…
国
係
窟
料
菟
集
、
麩
理

　
　
　
　

同
　
1
0
［
q
～
一
一
月
・
…
：
企
画
、
構
成
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
H
月
～
一
二
月
…
…
質
問
紙
作
成
、
訪
問
調
査

　
　
　
　
昭

和
四

三
銀

　
一U
E
　
－
v
　
二
月
：
：
：
集
計
、
分
析
．
レ
ポ
ー
ト
作
放



調
査
項

目
：
1
世
帯
主
の
年
令
・
前
居
住
地
・
識
業
・
従
業
地

　
　
　
　
　
π
家
族
構
成
員

　
　
　
　
　
皿
移
転
の
動
機

　
　
　
　
　
W
転
入
の
手
づ
る

　
　
　
　
　
V
転
入
後
の
溝
足
度

　
　
　
　
　
W
住
宅
に
つ
い
て

日
野
市
に
於
け
る
人
口
詞
査

　
現
代

は

都
市

化
の

時
代
で
あ

る
と
言
わ
れ
、
人
口
や
産
業
の
都
市
地
域
へ
の
集
中
か
著
し
く
、
　
都
市
機
能
は
麻
ひ
し
、
爆
発
寸

前
の
状
態
さ
え
呈
し
て
い
る
。

「
痴
市

は
、
な
ぜ
爆
発
す
る
の
か
口
と
問
わ
れ
た
時
に
、
我
々
は
単
に
「
都
市
が
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
」
と
答
え
が
ち
で

あ

る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
答
は
正
確
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
確
か
に
都
市
は
、
詣
ゆ
る
都
市
問
題
と
称
せ
ら
れ
る
都
市
的
歪
み

を

抱
え
、
行
き
詰
り
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
そ
の
根
本
的
要
因
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
る
時
に
、
我
々
は
そ
こ

に

都
市
の

人
口

問

題
を

発
見

し
、
同
時
に
都
市
人
口
の
包
含
す
る
目
に
見
え
な
い
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
都
市
機
能
を
麻
ひ
さ
せ
る

根

本
要
因

で
あ

る
こ
と
を
も
理
解
す
る
の
で
あ
る
し

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
我
々
は
人
口
問
題
に
與
味
を
も
っ
た
の
で
あ
る
か
’
そ
の
反
面
因
難
さ
を
感
じ
な
が
ら
才
一
番
目
の
作
業
に

取

り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
’
人
口
関
係
参
考
資
料
を
収
集
し
、
人
口
問
題
に
対
処
す
る
予
備
知
識
を
得
る
こ
と
を
試
み
た
。
我
々
の
使
用
し
た
資
料
は
王

と
し
て
総
理
府
統
計
局
国
勢
頴
査
資
料
（
昭
和
三
五
年
、
同
四
〇
年
）
、
東
京
都
総
務
局
行
政
関
係
参
考
資
料
1
で
あ
る
。

　
以
下
詞
査
の

過
程
を

追
っ
て
説
明
を
加
え
て
行
こ
う
と
思
う
。

39



ハリ

　
既
成

資
料
に
よ
る
具
体
的
予
備
知
識
を
得
た
段
階
に
於
い
て
、
当
然
提
起
さ
れ
る
問
題
は
、
如
何
に
そ
の
人
口
を
取
り
扱
う
か

v

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
当
調
査
の
蜴
合
は
人
口
動
熊
の
分
析
、
即
ち
、
社
会
増
加
人
ロ
を
捉
え
て
都
市
化
の
要
因
を
探
り
、
今

：
後
の
人
口
問
題
研
究
の
糧
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

②
　
詞
査
の

手
順
や

方
法
に

つ

い
て

は
若

干
の

問

藻
か

起

き
た
。
そ
れ
は
、
質
問
紙
面
接
法
に
よ
る
か
、
或
は
質
問
紙
皆
め
置
き
法

　
に

よ
る
か
の
問
題
で
あ
る
。

　
当
初
は
．
梱
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
質
問
紙
留
め
g
l
き
法
で
作
業
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
．
そ
れ
は
、
調
査
紙
回
収
率
の
低
下
や

　
汚

損
等
を

招

い

た

た

め
、

結
局

質
問

紙
面
接
法
が

採

ら
れ
、
上
記
の
困
難
な
点
も
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

引

　
次
に
、
質
問
紙
の
作
製
に
関
し
て
再
び
障
害
に
突
き
当
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
の
研
究
テ
ー
マ
と
関
連
の
深

　
い
参
考
質
問

紙
の

具
体
例．

が

見
当
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
，
何
度
も
試
作
を
行
い
自
己
流
の
質
問
紙
を
作
製
す
る
こ
と
に
な
っ

　
た

が
、
筒
．
不
満
足
な
箇
所
が
数
多
く
、
完
全
な
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
か
っ
た
。

④
　
こ
う
し
て
、
質
問
紙
の
具
伝
的
な
形
が
出
来
あ
が
る
と
r
同
時
に
仮
質
問
紙
を
作
製
し
、
予
備
読
査
に
備
え
た
。
こ
の
予
備
舗

　
査

は
我

々
の
詞
査
対
象
地
と
類
似
の
内
容
を
持
つ
地
域
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
っ
て
t
当
然
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資

　
料

は
正

質
問
新

作
製

の

参
考

と
し
て
、
或
は
そ
の
ま
ま
我
々
の
管
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

引
　
さ
て
、
以
上
の
段
階
を
経
て
い
よ
い
よ
本
調
査
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が
、
人
ロ
を
取
り
扱
う
詞
査
に
お
い
て
一
番
肝
心
な
こ
と

　

は
、
そ
の
調
査
実
施
期
日
の
設
定
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
諺
．
査
の
価
値
が
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
多
く
の
人
口
関
係
の
統
計
で
は
、
十
月
一
日
現
在
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
人
口
の
動
態
を
捉
え
よ
う
と
す
る
時
に

　
は
、
人
口
流
動
の
．
波
の
最
転
安
定
し
！
L
い
る
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
が
賠
切
で
は
あ
る
が
、
我
々
の
調
査
の
場
合
に
は
、
時
間

　
的
制
約
か

ら
＋
l
．
一
月
．
一
B
現
在
か
そ
の
時
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

dO

t　
　
－

分

析
に

入
る
前
に
東
京
都
区
内
に
お
け
る
人
口
の
動
向
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。



近

年
東
京
都
の

人
口

は

一
時

見
ら
れ
た
よ
う
な
急
激
な
社
会
増
加
人
口
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
相
変
ら
ず
の
漸
次
的
な
増
加
を

示

し
て
い
る
。
都
区
部
に
お
け
る
人
口
の
動
向
は
、
昭
和
三
五
年
か
ら
昭
和
四
〇
年
に
至
る
千
代
田
、
中
央
両
区
の
一
〇
犬
％
の
人

口

減
少
を

は

じ
め
と
し
て
・
港
、
文
京
・
品
州
、
台
東
、
墨
田
区
を
含
め
た
講
ゆ
る
甲
心
区
で
は
合
計
約
一
四
万
人
の
滅
少
を
呈
し
、

ド
ー
ナ
ツ
型
現
象
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
中
・
心
部
の
人
口
滅
’
少
に
比
例
す
る
よ
う
に
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
、
激
し
い
人
ロ
増
加
の
波
を
受
け
、
南
多
摩
地
域
で
は
、

八
二

％
・
北
多
摩
地
域
で
は
軒
並
に
一
〇
〇
％
以
上
の
増
加
率
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
日
野
市
に
お
い
て
も
例
外
な
く
昭
和

三
〇
年
頃

か

ら
人
口
増
の
波
に
襲
わ
れ
、
三
二
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
は
七
四
％
、
三
五
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
六
五
％
、
と

非

常
に
高
い
増
加
逐
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
昭

和
四

一
年

一
［o
　
1
m
現
在
、
日
野
市
の
総
人
口
は
七
三
、
三
四
〇
人
で
あ
り
、
年
平
均
九
穴
％
の
増
加
丞
を
呈
し
て
い
る
。
我
々

の
詞

査

で

は
社
会
増

人
・

の

割
合
は
’
対
象
世
帯
（
三
六
二
）
中
の
八
六
％
に
あ
k
J
　
］
x
e
s
三
〇
七
世
帯
が
そ
れ
に
あ
た
り
ぞ
の
う
ち

l
四
l
世
帝
が
都
区
部
か
ら
の
転
入
世
帯
で
あ
る
。

表
肋
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
他
府
県
か
ら
の
流
入
世
帯
は
二
八
世
帯
八
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
改
区
画
上
の
東
京
が
、
す
で
に

ue

和
状
態
に

達
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
・
思
う
の
で
’
g
g
e
。
　
’
L

即

ち
、
東
京
都
に
お
け
る
社
会
増
合
の
増
加
率
は
今
後
頭
打
ち
に
な
り
、
二
、
れ
に
代
っ
て
都
内
で
の
移
動
か
活
発
に
な
る
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
が
・
そ
の
移
動
の
方
向
は
、
区
部
よ
り
郡
部
パ
市
部
に
一
方
的
に
拡
散
の
傾
向
を
強
く
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
市
民
生
活
璽
境
の
保
全
と
い
う
立
場
か
ら
人
白
問
題
を
考
え
る
時
、
特
に
社
会
増
人
口
に
対
す
る
根
本
的
対
策
、
即
ち
，

都
市

計
画
の
基．

礎
で
あ

る
人
口
計
画
と
い
う
も
の
が
，
改
め
て
考
え
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
時
点
に
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で

は
・
如
何
に
し
た
ら
社
会
増
人
口
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
と
い
う
と
r
そ
れ
は
八
口
計
画
の
真
剣
な
推
進
に
よ
る
懸
命
な
政

治
、
行
政
の
施
行
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

次

の

表
を

見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今
日
に
お
け
る
社
会
増
合
の
要
因
は
、
従
来
の
よ
う
な
住
宅
事
惰
の
解
決
、
結
婚
独
立
、
転
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勤
、
就
職
と
い
っ
た
よ
う
な
必
然
的
要
因
だ
け
で
な
く
、
大
気
汚
染
、
地
価
の
高
騰
、
環
境
転
換
と
い
う
よ
う
な
市
民
生
活
環
境
の

相

対
的

悪
化

に

伴

う
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
調
査
で
も
r
住
宅
事
桔
の
悪
化
、
環
境
の
黒
化
等
の
一
次
的
要
因
が

圧

当
的
で
あ
っ
て
、
市
民
生
活
の
危
穗
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
（
茅
N
）

　
次

に

昼
夜

人
口

に

つ

い
て

分
析
を

進
め
て
い
こ
う
と
思
う
が
、
我
々
の
講
査
で
は
通
勤
人
口
だ
け
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
表
亜
）
に
集
計
し
て
あ
る
よ
う
に
全
通
勤
老
の
八
一
％
が
市
外
に
職
場
を
求
め
、
そ
の
う
ち
四
六
％
が
依
然
と
し
て
職
場
を
都
区

内
に
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
和
三
五
年
に
お
け
る
国
勢
調
在
で
も
日
野
市
の
通
勤
、
通
学
者
の
都
区
内
へ
の
依
存
率
は
三
一
％

で
あ

り
，
昭
和
・
三
十
年
の
国
蓼
讃
査
の
＝
二
％
に
比
較
し
て
み
る
と
、
1
八
％
の
上
昇
率
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
昭
和
四
一
年
の
日
野
市
昼
夜
人
口
の
差
は
約
二
二
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
差
の
著
し
い
　
傾
向
を
呈
示
し

て

い

る
の
が
．
o
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
新
興
住
宅
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
全
体
の
九
八
％
が
市
外
に
通
勤
し
、
都
区
内

へ
の

依
存
丞

は

七
七

％
、
昼
夜
人
口
の
差
は
一
、
四
倍
と
・
な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
’
こ
れ
ら
の
類
象
を
捉
え
て
、
日
野
市
は
ベ
ツ
ド

タ
ウ
ン
の
様
相
を
強
く
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
の
日
野
市
は
、
日
野
自
動
車
、
小
西
六
・
オ

リ
エ
ン
ト
等
の
工
場
の
発
展
と
、
東
芝
電
整
、
千
代
田
自
動
宙
甲
、
帝
人
研
究
所
等
の
進
出
に
よ
っ
て
工
業
化
と
住
宅
化
が
並
行
し
て

進
め

ら
れ
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
へ
と
移
行
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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単位％社会増人口の要因（表A’）

　

　

　

　

　

　
　
　

単位％転入後の清足度（表V） d　通勤通学
e　就職転職
f　その他
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